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 金融機関水平的レビュー DB＆ソリューション 

『金融機関経営図鑑』 
 
 

金融機関の水平的レビューDB＆ソリューション『金融機関経営図鑑」は、 

全国銀行、信金、信組・・・・の個別金融機関経営を、財務・収益・競合状況・リスク
指標で水平的レビューを実現する「データベース＆ソリューション」サービスです 
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金融機関の水平的レビューDB＆ソリューション『金融機関経営図鑑」は、 

全国銀行、信金、信組・・・・の個別金融機関経営を、財務・収益・競合状況・リ
スク指標で水平的レビューを実現する「データベース＆ソリューション」サービ
スです。 
 

• 水平的レビュー項目は、250項目。当該金融機関の５年の計数を「業界平均値」「業界内
順位」で比較します。順位の異動と平均値とのかい離を時系列に分析し、問題点や強み弱み
を分析します。 

• これらデータは、Excelで配信されます。4回/年データ更新し配信します。 

 

金融機関をお客さまとされる、証券会社、損保生保、投資顧問会社、政府系金融機
関、では自社金融商品販売の営業戦略策定ツールとしてや顧客台帳作成に活用でき
ます。 

特に、投資信託、保険などの預り資産営業情報として、「残高推移」「販売推
移」「収益貢献（役務収益比、業務粗利益比）」「構成比率」「個人預金残高比
率」・・・など充実しています 

金融機関監督官庁では、金融機関経営状況を水平的視点で鳥瞰でき適格な〇〇が
期待されます 
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 f-GRANADA（グラナダ） 金融関経営財務比較分析データベース＆ソフト  サービスとは 
 
金融機関財務経営情報を磁気媒体（Excel)で定期的に配信するサービス 

• 短信・有報・IR・ディスクロ・協会当局発表計数などをソースとして、弊社が磁気媒体に入力し
ています 

• 金融機関が開示している財務情報の約90％を網羅した本邦で類を見ない項目数を誇り、
1,830項目/銀行は中間期と決算期対応 

• データ配信は、開示後3～4週間でお届けしています。6回/年 
• データベースは5年分を時系列化しています 

 

金融機関財務情報を、任意の金融機関を抽出し分析できる「任意抽出＆分析テンプレート展
開」ソフトを用意しています 

• Windows PCにこのソフトを導入し、データ配信サービスデータを取り込み分析やプレゼン
テーションを実現します 

• Excel形式でチャート化された分析表グラフを再加工もできます 
 

データベース配信サービスのみ、または、分析テンプレートソフトとの組み合わせを選択できます 
 
水平的レビューを支援する計数体系を用意しています 
 
◎ 金融法人部を有する主要行、証券会社、地方銀行、金融持ち株会社、金融機関経営に係る金融
監督機関で幅広く採用いただいています。金融機関ＩＴベンダーへのＯＥＭ提供も実施しています 
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 ご選択1：データベース  ご選択3： 
水平的レビュー 

データ＆分析ツール 

f-GRANADA 金融関経営財務比較分析データベース＆ソフト

f-GRANADA 金融関経営財務比較分析データベース＆ソフト サービスの体系 

金融機関
計数ＤＢ

金融機関
計数ＤＢ

分析
テンプレー

ト

分析
テンプレー

ト

収益リスク計算エンジン
データ抽出エンンジン

収益リスク計算エンジン
データ抽出エンンジン

ＭＳオフィス（Ｅｘｃｅｌ、Ｗｏｒｄ）ＭＳオフィス（Ｅｘｃｅｌ、Ｗｏｒｄ）

Windows XP以上 ｗ/IEWindows XP以上 ｗ/IE

Windows ＰＣ

貴社準備貴社準備

Ｓｙｍｐｈｏｎｙｓ
提供

Ｓｙｍｐｈｏｎｙｓ
提供

貴社活用●ＩＥブラウザの操作

Symphonys→ユーザ様へ ユーザ様 

ご選択1：データベース 中間期決算期それぞれ3回計6回「金融機関経営財務データ」
（Excel）を送付 

•送付配信データをユーザPCへ確保。分
析は、Excelなどで自由に 

•更新データは5年分送付、開示遡及修
正があります。全データ更新をしてくださ
い 

ご選択2：マーケットマップ 12月、メガを除く全銀行・コミュニティーバンク全金融機関の
マーケット情報を送付 

ご選択3：水平的レビューデータ

＆ツール 

業界単位の5年推移。個々金融機関のステータス(業界内位
置）5年遷移計数を年4回送付します 

ご選択4：データベース&ソフト 導入時テンプレートおよび金融機関抽出計算ソフトを納入。更
新データの送付は選択1＆2＆3と同等 

•データベースをGRANADAへ入力し
GRANADA-DBを更新し、任意金融機関
選択＆テンプレート展開を実行 

入力 

 ご選択2：マーケットマップ 

金融機関経営水平的レヴュー＆ランキング

地銀 Ⅱ地銀 NET銀行 

※ その他の銀行はお客様ご指定で 

ご提供できます 

入力 

 ご選択4：データベース&ソフト＝システム一式のご採用 
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「水平的レビュー」を支援するデータです（１/2） 
各業態単位別に用意しました。 

店舗数 OHR 預貸金利回り差:a

常勤役職員数 コアOHR 預貸利ざや:b

貸出金残高 経費率 与信費用率1(総与信費用）:c

有価証券残高 人件費率 与信費用率2(債権取立益戻入益を除く）:d

総資産残高 物件費率 信用コスト控除後貸出金収益率1:e=a-c

預金残高 信用コスト控除後貸出金収益率2:f=a-d

純資産の部残高 貸出金採算1:g=b-c

資本金 中小企業等向け貸出残高:a 貸出金採算2:h=b-d

業務純益 消費者ローン残高:b=c+d

当期純利益 住宅ローン残高:c

その他ローン残高:d

消費者ローン残高/貸出金残高 実質業務純益/人

自己資本比率(単体) 中小企業等向け貸出比率 コア業務純益/人

Tier 1比率（単体） 中小企業等向け貸出残高★増減率 業務純益/人

自己資本比率(連結) 消費者ローン残高★増減率

Tier 1比率（連結） 住宅ローン残高★増減率

その他ローン残高★増減率 業務粗利益★増減率

資金利益★増減率

リスク管理債権比率 役務取引等利益★増減率

金融再生法開示債権比率 中小企業等残高比率:a=b+e 特定取引等利益★増減率

保全率 □消費者ローン残高比率:b=c+d その他業務利益★増減率

■住宅ローン残高比率:c （うち国債等債券損益★増減率）

■その他ローン残高比率:d 国内業務粗利益★増減率

預貸率 □純中小企業残高比率:e 国際業務粗利益★増減率

預証率 中小企業等残高外比率:f=国内貸出金-a

建築不動産比率

資本金/純資産の部 資金利益/業務粗利益

業務純益ROA 預り資産残高 役務取引等利益/業務粗利益

資金運用利回り 預り資産販売額(年間） 特定取引等利益/業務粗利益

資金調達原価 預り資産収益額 その他業務利益/業務粗利益

総資金利ざや 役務取引等利益/業務粗利益 （うち国債等債券損益/業務粗利益）

預り資産収益/役務収益 国内業務粗利益/業務粗利益

預り資産残高★増減率 国際業務粗利益/業務粗利益

貸出金残高増減率 預り資産販売額★増減率

有価証券残高増減率 預り資産収益額★増減率

総資産残高増減率

預金残高増減率

純資産残高増減率

業務純益増減率

当期純利益増減率

■  BIS自己資本

■  業容・規模基本経営指標

■  1人あたり業務純益

■  貸出金の採算■  OHR/経費率

■  中小企業等貸出金残高

■  業務粗利益の構成

■  業務粗利益の構成(増減率）

■  国内貸出金残高の構成

■  役務/預り資産

■  残高収益の増減率

■  経営指標

■  信用リスク

金融機関経営水平的レヴュー＆ランキング
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貸出金利回(全店）

有価証券利回（全店）

預金債券等利回（全店）

貸出金利回(国内）

有価証券利回（国内）

預金債券等利回（国内）

資金運用利回り（国内）

資金調達原価（国内）

総資金利ざや（国内）

国債残高

地方債残高

社債残高(短期社債ふくむ）

株式残高

外国証券残高:a

その他証券残高:b

国債残高構成

地方債残高構成

社債残高(短期社債ふくむ）構成

株式残高構成

外国証券残高構成

その他証券残高構成

■  利回り利ざや

■  有価証券残高

■  有価証券残高構成比率

有価証券残存１Ｙ以下構成比

有価証券残存１Ｙ超３Ｙ以下構成比

有価証券残存３Ｙ超５Ｙ以下構成比

有価証券残存５Ｙ超７Ｙ以下構成比

有価証券残存７Ｙ超１０Ｙ以下構成比

有価証券残存１０Ｙ超構成比

有価証券残存期間の定めのないもの構成比

修正デュレーション

平均残存年数(資金満期）

国債等債券損益(A）

株式等関係損益(B）

市場関係損益(C=A+B）

市場関係利回(D=(C÷平残）

実現損益(E=売買償還損益+利配金+償却）

評価差額増減(F=評価差額前年度差）

有価証券総合損益(G=E+F)

有価証券総合損益率(H=G÷平残）

有価証券評価差額

株式評価差額

債券評価差額

その他評価差額

総与信費用

総与信費用☆増減率

貸出金時価（A)

貸出金評価差額（B)

評価差額率（B÷A)

■  市場関係損益≪単体≫

■  その他有価証券評価差額≪単体≫

■  与信費用≪単体≫

■  貸出金時価(連結）

■  有価証券デュレーション

■  有価証券残存期間構成
≪普通株式≫連結

1株あたり中間期配当金◇普通株式

1株あたり期末配当金◇普通株式

1株あたり年間合計配当金◇普通株式

配当金総額◇普通株式

配当性向(連結)◇普通株式

次年度配当予想◇普通株式

（前年度差異）

次年度配当性向(連結)予想◇普通株式

（前年度差異）

配当金総額◇普通株式

配当性向(連結)◇普通株式

≪優先株式を含む全株式≫連結

剰余金の配当(A)

配当性向(B)

(計算値)算出配当金の支払い(C=B×H)

自己株式当期変動額合計(D)

自己株式の取得(E)

自己株式の処分

自己株式の消却

持分変動に伴う増減

新株予約権の行使

自己株式(F=前年D+当年D)

自己株式÷株主資本合計

株主還元額（G=C+E)

当期純利益(連結)(H)

株主還元率（I=G÷H）

次年度還元率予想

（増減）

剰余金の配当(A)

配当性向(B)

自己株式(F=前年D+当年D)

自己株式÷株主資本合計

株主還元率（I=G÷H）

配当方針

■  株主還元:FG/HD配下銀行は対象外

経常利益(連結）

当期純利益(連結）

少数株主損益調整前当期純利益（A)

その他の包括利益(B)

その他有価証券評価差額金

包括利益（C=A+B)

■  利益予想

■  包括利益

金融機関経営水平的レヴュー＆ランキング

「水平的レビュー」を支援する
データです（2/2） 
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「水平的レビュー」データの活用例①： 
 
1. 個別金融機関経営の水平的レビューでは、 

• 当該金融機関の５年の計数を「業界平均値」「業界内
順位」で比較します 

• 順位の異動と平均値とのかい離を時系列に分析し、問
題点や強み弱みを分析します 

2. 当該サンプルでは以下のようなことがわかります 
① 他行対比で配当金は5円で5年間固定となっている 
② 配当性向をみると、業界内で高い位置をキープしている（2位
→2位→1位→4位→1位）経営負担があまりにも大きすぎる 
③ 当期純利益の水準を相当にあげ、内部留保金を意識する経
営が求められる。そうしないと、格差は広がり低収益低位置にあ
まんじなければならない 

1. 配当性向の目標を明確にし 

2. そのための、適正な当期純利
益をたて（同時に内部留保） 

3. そのためには、営業計画はい
かに 

4. トップダウンの目標設定に切
り替える 

ご提供 

データ 
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22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 前年

201003 201103 201203 201303 201403 差異（率）

(b) (a) (a-b)

貸出金平均残高 624,617 624,105 635,439 682,661 753,812 71,151

順位 24                 24                   23                   23                   23                →　 0

母数 /  42 /  42 /  42 /  41 /  41 /  0 

平均値 999,141 1,023,865 1,035,843 1,068,007 1,092,150 24,143

貸出金平均残高_増減率 0.00 % △ 0.10 % 1.80 % 7.40 % 10.40 % 3.00 % 

順位 -                   26                   14                   1                     1                  →　 0

母数 /  0 /  42 /  42 /  39 /  40 /  0 

平均値 0.0 % 1.0 % 1.0 % 2.0 % 3.0 % 1.0 % 

トマト

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 前年

201003 201103 201203 201303 201403 差異（率）

(b) (a) (a-b)

貸出金平均残高 541,869 562,112 606,610 641,958 699,997 58,039

順位 26              26                25                24                24              →　 0

母数 /  42 /  42 /  42 /  41 /  41 /  0 

平均値 999,141 1,023,865 1,035,843 1,068,007 1,092,150 24,143

貸出金平均残高_増減率 0.00 % 3.70 % 7.90 % 5.80 % 9.00 % 3.20 % 

順位 -                 6                  1                  3                  2                1                 

母数 /  0 /  42 /  42 /  39 /  40 /  0 

平均値 0.0 % 1.0 % 1.0 % 2.0 % 3.0 % 1.0 % 

西京

水平的レビューデータの活用例②： 
永遠のライバル対決を分析する 
 
Ⅱ地銀の貸出金平均残高の増加率は、トマト銀行（岡
山）西京銀行（山口）が競っています。 
ここでは量にスポットをあてていますが、約定レートの
改善が更にすごいのです。 
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25.3 26.3 前年差異 25.3 26.3 前年差異

201303 201403 額（率） 201303 201403 額（率）

(b) (a) (a-b) (b) (a) (a-b)

預貸金利回り差:a 1.66 % 1.50 % △ 0.16 % 1.64 % 1.56 % △ 0.08 % 

順位 13 20 ↓  7 17 11  ↑   6

母数 /  64 /  65 - /  64 /  65 -

平均値 1.57 % 1.44 % △ 0.13 % 1.57 % 1.44 % △ 0.13 % 

預貸利ざや:b 0.40 % 0.30 % △ 0.10 % 0.24 % 0.25 % 0.01 % 

順位 42 48 ↓  6 60 56  ↑   4

母数 /  64 /  64 - /  64 /  64 -

平均値 0.47 % 0.41 % △ 0.06 % 0.47 % 0.41 % △ 0.06 % 

与信費用率1(総与信費用）:c 0.12 % △ 0.15 % △ 0.27 % 0.05 % 0.09 % 0.04 % 

昇順順位◆ 31 3  ↑   28 19 40 ↓  21

母数 /  64 /  65 - /  64 /  65 -

平均値 0.15 % 0.06 % △ 0.09 % 0.15 % 0.06 % △ 0.09 % 

与信費用率2(債権取立益戻入益を除く）:d 0.12 % 0.00 % △ 0.12 % 0.08 % 0.12 % 0.04 % 

昇順順位◆ 27 1  ↑   26 18 40 ↓  22

母数 /  64 /  65 - /  64 /  65 -

平均値 0.18 % 0.11 % △ 0.07 % 0.18 % 0.11 % △ 0.07 % 

信用コスト控除後貸出金収益率1:e=a-c 1.54 % 1.65 % 0.11 % 1.59 % 1.47 % △ 0.12 % 

順位 16 7  ↑   9 12 16 ↓  4

母数 /  64 /  65 - /  64 /  65 -

平均値 1.42 % 1.38 % △ 0.04 % 1.42 % 1.38 % △ 0.04 % 

信用コスト控除後貸出金収益率2:f=a-d 1.54 % 1.50 % △ 0.04 % 1.56 % 1.44 % △ 0.12 % 

順位 13 10  ↑   3 11 13 ↓  2

母数 /  64 /  65 - /  64 /  65 -

平均値 1.39 % 1.33 % △ 0.06 % 1.39 % 1.33 % △ 0.06 % 

貸出金採算1:g=b-c 0.28 % 0.45 % 0.17 % 0.19 % 0.16 % △ 0.03 % 

順位 38 13  ↑   25 48 57 ↓  9

母数 /  64 /  64 - /  64 /  64 -

平均値 0.33 % 0.35 % 0.02 % 0.33 % 0.35 % 0.02 % 

貸出金採算2:h=b-d 0.28 % 0.30 % 0.02 % 0.16 % 0.13 % △ 0.03 % 

順位 36 31  ↑   5 49 56 ↓  7

母数 /  64 /  64 - /  64 /  64 -

平均値 0.30 % 0.29 % △ 0.01 % 0.30 % 0.29 % △ 0.01 % 

A銀行 X銀行

■  貸出金の採算

水平的レビューデータの活用例③： 
1. 水平に見るは、他行比較と時系列遷移分析。 
2. 垂直（上から下へ）は、要因・原因が分析ができます 

A銀行 
1. 粗利ざやは、26.3期改善は

できなかった（相対的に順位
を下げた） 

2. しかし、与信費用での大幅
な改善（戻入が寄与）した 

3. 貸出金採算は25位上がった 

 

X銀行 

1. 粗利ざやは、高水準となり
業界上位となった（預貸利ざ
やは4位あがった） 

2. しかし、与信費用が嵩み21

位も順位を下げてしまった 

3. 結果、貸出金採算で順位を
9位落としてしまった 

まず、水平に見る 

縦
に
見
る
と
、
理
由
が
わ
か
る 
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79.15 %  79.03 %  
80.38 %  80.10 %  

77.95 %  74.22 %  74.17 %  
75.19 %  74.68 %  74.14 %  

70.00 %

72.00 %

74.00 %

76.00 %

78.00 %

80.00 %

82.00 %

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

コアOHR 
A銀行 

Ⅱ地銀

単純平

均 

Step1：関連するデータを集める 

水平的レビューデータの活用例④： 
OHR改善を急ぎたい(目的） 
1. 5か年の遷移を見て 

2. 今後の見通しを立てる Step2：グラフ化するも、はるか下に
業界合計が見えるだけ（やりなおし） 

このグラフのほうが説明がつく 

1. 25.3をベースにする 

2. 22.3を超えるコア業務粗利益を
たてて、22.3期より経費を抑える 

⇒ イメージで共有化できた 
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コア業務純益/人(千円）

順位

母数

平均値

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

0116 0117 0118 0119 0120 0121 0122 0123 0124 0125 0126 0128 0129 0130 0131 0133 0134 0135 0137 0138

北海道 青森 みちのく 秋田 北都 荘内 山形 岩手 東北 七十七 東邦 群馬 足利 常陽 筑波 武蔵野 千葉 千葉興業 東京都民 横浜

9,232 5,790 4,618 5,739 4,201 6,183 5,081 7,111 2,266 8,956 5,475 10,304 9,773 10,157 3,831 7,290 16,036 8,791 5,102 29,387

19           39           52           41           54           37           47           27           62           20           43           13           15           14           57           26           5             22           46           2             

/  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 

7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

0140 0141 0142 0143 0144 0145 0146 0147 0149 0150 0151 0152 0153 0154 0155 0157 0158 0159 0160 0161

第四 北越 山梨中央 八十二 北陸 富山 北國 福井 静岡 スルガ 清水 大垣共立 十六 三重 百五 滋賀 京都 近畿大阪 泉州 池田泉州

8,334 4,898 5,461 10,672 9,427 3,622 8,894 6,695 21,266 29,827 2,728 3,954 5,714 2,421 5,754 6,273 6,368 4,294 4,875

23           48           44           12           17           58           21           31           3             1             59           56           42           60           40           36           35           53           49           

/  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 

7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905

コア業務純益/人(千円）

順位

母数

平均値

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

0162 0163 0164 0166 0167 0168 0169 0170 0172 0173 0174 0175 0177 0178 0179 0180 0181 0182 0183 0184

南都 紀陽 但馬 鳥取 山陰合同 中国 広島 山口 阿波 百十四 伊予 四国 福岡 筑邦 佐賀 十八 親和 肥後 大分 宮崎

4,762 6,696 2,163 2,368 12,014 9,607 13,364 10,779 14,711 6,695 13,998 6,720 16,510 1,356 5,858 5,183 7,317 7,728 4,071 6,584

51           30           63           61           9             16           8             11           6             31           7             29           4             64           38           45           25           24           55           33           

/  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 /  65 

7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905 7,905

61 62 63 64 65

0185 0187 0188 0190 0191

鹿児島 琉球 沖縄 西日本シ 北九州

6,541 6,859 9,251 11,122 4,788

34           28           18           10           50           

/  65 /  65 /  65 /  65 /  65 

7,905 7,905 7,905 7,905 7,905

ご提供データは 

① 年度別「業態単位」水平データで5年分 
② 個別金融機関単位の5年遷移  の2形態となっています 
• 当該サンプルは、１人あたりの生産性指標の代表例です 

• 26.3期データです 
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22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 前年差異

201003 201103 201203 201303 201403 額（率）

(b) (a) (a-b)

3.20 年 3.60 年 3.80 年 4.00 年 3.80 年 △ 0.20 年 

28                30                     27                   23                25                   ↓  2

/  48 /  49 /  51 /  51 /  47 -

3.40 年 3.70 年 3.70 年 3.80 年 3.70 年 △ 0.10 年 

- - - - - -

1.11 % 1.09 % 1.05 % 1.00 % 0.96 % △ 0.04 % 

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

3.20 年 3.60 年 3.80 年 4.00 年 3.80 年 △ 0.20 年 

1.00 % 1.01 % 0.98 % 0.93 % 0.85 % △ 0.08 % 

28                24                     21                   20                19                    ↑   1

/  48 /  36 /  38 /  38 /  34 -

3.40 年 3.80 年 3.80 年 4.00 年 3.90 年 △ 0.10 年 

1.50 年 2.80 年 3.10 年 4.00 年 3.80 年 △ 0.20 年 

2.83 % 2.94 % 2.51 % 1.80 % 1.96 % 0.16 % 

10                9                       7                     4                  3                      ↑   1

/  13 /  15 /  17 /  17 /  16 -

2.30 年 3.10 年 2.90 年 3.30 年 3.10 年 △ 0.20 年 

4.01 年 4.25 年 4.36 年 4.48 年 - -

50                47                     36                   31                - -

/  64 /  65 /  65 /  64 - -

4.70 年 4.60 年 4.40 年 4.40 年 - -

■  有価証券デュレーション
修正デュレーション：全店なくば円貨 年

順位

母数

平均値

修正デュレーション：全店 年

全店有価証券利回り ％

順位

母数

平均値

修正デュレーション：円貨 年

全店有価証券利回り ％

順位

母数

平均値

修正デュレーション：外貨 年

全店有価証券利回り ％

順位

母数

平均値

平均残存年数(資金満期） 年

順位

母数

平均値

ご提供データは 
① 年度別「業態単位」水平データで5年分 

② 個別金融機関単位の5年遷移  の2形態となっています 
銀行単位のデータは、「5年横一列形式」「当期前期差異」で表現されています。 
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お気軽にお問合せください。26.3期データでデモもできます。 

 

  

E-Mail：info@symphonys.co.jp 
 

03-6214-2023 
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